20171217レムナント教会1部
復活なさったイエス様（ヨハネ20:16-18）
イエス様が復活なさったということは、旧約のすべての歴史、また福音書のすべての歴史の総結論に当たるものです。つまり、いろいろなことの中で最高に重大な出来事です。ですから、そのイエス様の復活から最高に重大なメッセージが語られるはずです。イエス様が復活なさったそこから今の私たちに語られるメッセージが何なのか、それにぜひ耳を傾けていただきたいと願います。
その前に、復活というのは、まず死ぬことが大前提です。死というのは、どういうメッセージなのか。なにを表しているものなのかについて、先に考えていきたいと思います。なぜかと言いますと、死に対して世の中の人々は、実は一生、死の恐怖につながれて人生を生きているわけです。その死を避けることはできないので、どうにかしてその死を理解しようという動きがあります。それでクリスチャンでもないのに、だれかが死ぬとどういう人生を送ったのか関係なく天国に行ったと勝手に決めつけて言います。それも死を理解するひとつの行為です。あるいは、死んだ後、死んで終わりではなくて違う何かに生まれ変わるという理論を唱えることによって、死そのものを乗り越えようという動きもあります。極端な場合は、ダイレクトに死そのものを賛美する「死の讃歌」という歌を作ったりして、死そのものは決して悪いものではないと勝手に自分自身を慰めようという動きもあります。ときには、死というものはもう仕方がない、だから、目に見えない人生もあり、それを通っていく一つのプロセスなのだからと、何となくそれを乗り越えて軽く考えようという動きもあったりします。私たちもそのような死の概念、あるいは死の感覚の中でずっと生きて来たものです。しかし、それらのすべての動き自体が、人間は死に勝てないし死を超えることはできないという裏返しではないでしょうか。だから、どうにかして死そのものを少しでも和らげようという動きがあるわけです。そういうことに惑わされず、クリスチャンの私たちは聖書に基づいて死が語っているメッセージがなにかを明確に理解しなければいけません。

死というものはだれであってもすべての人は罪に捕らわれている罪人なのだという避けることのできない越えられないメッセージです。聖書には、「罪から来る報酬は死です」と言われています。死そのものは罪を現すいちばん明確なメッセージです。時代はだいぶ変わっているし、時代は今も流れています。時代が変わった、変わったと皆が言っています。昔と今と中世と今現代とだいぶいろいろ違います。けれども、共通しているのは、中世の人間も昔の人間も石器時代の人間も今現在の人間も死なない人間はひとりもいません。だから、時代がどう変わろうが、人間はみな罪人なのだということは間違いありません。それが死を通して明確に語られるメッセージです。白人、黒人、黄色人種、いろいろな人種、いろいろな民族、いろいろな宗教などがあります。確かに異なっています。また、その違いによって戦争まで持っていく場合があったりしますが、でも、死の前で言えるのは、イスラム教の人でもカトリック教の人でも白人も黒人も皆死んでしまうわけです。死の前では皆共通で皆一緒なのです。それをどうにかそうではないと言いたいのですが避けられません。だから、ある意味、人間は、死を目の前にするといちばん素直になるしチャンスだと思います。必ず死を目の前にしなければいけないのかというと、神様は愛する人々に対してそういう場面を許されて作られるわけです。皆さんもそういう経験をしてきたのではないでしょうか。どうにもならないようなことを。それをいちばん象徴的に、そして、いちばん明白に現しているものが死のそのものです。

また、ひとりひとり個人の差というものも間違いなくあります。個性とも言えるし、才能の違いもあるし、教育の違いもあるし、また性格の違いもあるし、人に好かれる人も、あるいは嫌われる人間もいるし、いろいろな個人個人の差があります。そういうことによって皆が優越感を持ったり劣等感に走ったり、いろいろあります。そういうことによって大体が心の傷を受けたりします。それは間違いありませんけれども、よくよく考えてみてください。だからといって教養のある人は死なないで、悪ふざけの人は死んでしまうことでしょうか。ものすごく心優しい人間、世界中の人から好かれる人と、世界中の人から嫌われる人間とは、天と地の違いのように思うでしょう。でも、はっきりとしましょう。死なないで乗り越えられるのでしょうか。美人だから死なないブスは死ぬということはありません。死の前では皆平等なのです。皆が罪人です。一緒です。でも、サタンは巧妙にこれを知らないで気づいていない人間を滅ぼそうとして、いつも横比べにこだわるようにさせます。横比べという単語があるかどうかわかりませんが、皆さんが周りの人を意識して、周りの人が自分のことをどう思っているのかをあまりにもこだわるということも全部横比べでしょう。皆さんは心の傷を負って、無意識の中でその傷が刻みこまれて悩み続けていないでしょうか。その理由は結局どこにあるのでしょうか。兄弟の中でお兄さんは親に特別扱いされて私は馬鹿にされていた。全部横比べでしょう。確かにあまりよろしくないでしょうが、吟味して考えてみればそういうことがすべて横比べなのです。どちらかが偉い、どちらかがダメ、自分はだめだという人間がものすごく多いです。自分がダメだと思っていることが間違いだし、自分は偉いと思うのも間違いです。なぜダメだと思うのでしょうか。よその子と比べてでしょう。他の兄弟と比べてでしょう。他の国の人と比べたときにでしょう。全部横比べなのです。だからといって死なない人間がいるでしょうか。一緒です。縦比べが大事です。神の前で縦比べになったときには、人に好かれる人間も嫌われる人間も皆一緒なのです。あまりにも自分はだめだ、自分は偉いと思わないようにしてください。サタンの狙い目ではないでしょうか。死を厳粛に考えてみてください。すべての人は、どんな人間でも罪人であることは避けられないという事実の前に立たないといけません。
ですから、結局死が語るメッセージというものは、すべての人間はどうにもならない滅びの運命に縛られているという明白なメッセージなのです。ハーバード大学を出て、大手企業に就職した人は、滅びの運命に捕らわれていないかのように思うのでしょうか。すべての人がです。ハーバードを出た人も死ぬのです。すべての人が滅びの運命に捕らわれているというメッセージなのです。そういうことを認めたくないので、死を美化しようとするのです。死をとにかく置いておいて、生きている間に自分を成功を通して飾って、あるいは優しさを通して飾って、豊かさを通して飾って、そして、暴れて死はもうしょうがない、死ぬときは死ぬのだという感覚なのです。それで皆勉強をしているでしょう。クリスチャンは、そういう意味での勉強はいりません。青少年のときに、メッセージの機会が許されればそのようなお話をするつもりなのですが、そういう意味ではどうでもいいのです。罪というものは、元々、神様と一緒にいるべき人間が神を離れてしまったということなのです。それは裏返しますと、その瞬間から暗やみの勢力を操っているサタンの支配下で、サタンの奴隷になってしまったということです。それを裏返しますと、死んだら地獄に行くし、生きている間に地獄の背景を背負って人生を生きるということなのです。一流企業に就職して認められても地獄の背景を背負ってやっていることなのです。ですから、これはどうにもなりません。この問題だけは。それが死が語っているメッセージなのです。どんなに頑張る人でもこの問題には歯が立ちません。どんなに優秀な人間でも、どんなに世界中から人気を集めて好かれる人間も、この問題には歯が立ちません。ちっともこれには役に立ちません。
その結果、どこで何をどうしていても仕方がなくもがくしかありません。そのもがく形が、偶像を作って拝んだり占いに走ったり、あるいは一生懸命頑張って努力をしたりという形です。でも、それはもがきなので結局は霊的にも精神的にも肉体的にも病むようになるしかないし、人生そのものはあらゆるところから崩壊、壊れていく音が聞こえてくるし破壊されるようになるしかありません。人間関係も家庭環境もすべてが崩れてしまうわけです。その後、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっています。避けることはできません。だれがなのでしょうか。すべての人が。例外がありません。なぜそれが分かるのでしょうか。死なない人間はいないわけですから。ぜひ横比べのまぼろしから目覚めていただきたいと願います。自分で永遠の滅びの方に行くだけではなくて、これが家系をとおしてずっと子孫代々にまで流れていきます。だれ一人としてこの滅びの運命から抜け出すことができる人間は存在しません。それも知らないで大学で勉強しているのでしょうか。それも知らないで良い会社に就職してお金を稼ごうとしているのでしょうか。それも知らないで芸能界で成功しようと試みているのでしょうか。無駄です。どうでもいいのです。死の前で厳粛にならなければいけません。

つまり、死が語るこのようなメッセージを通して死が本当に私たちに語っているメッセージは、だから、人間の生きる道、人間のまことの希望というのは、キリスト一人しかいらっしゃらないということです。最高のメッセージが死なのです。キリストの他には希望がありません。科学が発展してＡＩによって自動運転の車が出て、2020年ぐらいには普通に実用化されるような話があります。だからといって死なないのでしょうか。ロケットで宇宙を旅するようになればよいでしょう。ものすごく新しい経験になるでしょうけれども、だからといってそのような発展の中で死なないのでしょうか。皆が罪人であり滅びの運命に捕らわれていることは間違いないし、そういうことには希望はありません。医学にも教育にも希望などありません。キリストしかないのです。なぜかというと、キリストだけが神様と出会うことができるまことの預言者であり、キリストだけがすべての罪と滅びの運命をなくすことができるまことの祭司であり、キリストだけがすべてをしかけていた悪魔の頭を踏み砕いて勝利できる唯一のまことの王様なので、このキリストの他にはありません。できる、できない、ダメ、偉い、そういうことは全部捨てて片づけてください。キリストの他にはありません。そして、神様は幸いなことにいちばん最初からこのキリストを約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くと。キリストが約束されていて、そのキリストが来られることが希望なのです。その他にはありません。皆さんがどんなに修行をして優しい人間になっても死なないわけにはいかないし、皆さんがどんなに努力して、あるいは占い師のところに行って占ってもらってものすごく優しいソフトな旦那さんと結婚したとしても、そこに希望はありません。死なないわけではないので。目覚めてください。目を覚ましてください。
そして、今日の聖書を見ると、イエス様が死んだところから、死者の中からよみがえられ復活なさったと宣言されています。どういう意味なのでしょうか。これが復活が語るメッセージなのです。イエス様こそが、その約束された唯一の希望だったそのキリストです。日本語で、「ザ・キリスト」です。The Christです。それが復活が語るメッセージなのです。希望がキリストしかないのに、他に希望がないので希望を持てないのです。ダメなのが当たり前です。「ダメだ」にとどまっているから問題です。本当のダメは、キリストを見上げるようになるのが本当のダメです。ただダメにとどまっているのは、いまだ悪魔の嘘なのです。偉いと思っているのは、もちろんダメです。イエスが復活したというのは、イエス様がそのキリストだったという明確なメッセージなのです。「わたしが道であり、真理であり、 いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」とおっしゃっていたことが、本当に本物だったというメッセージなのです。イエス様はご自分で言われたとおりの方だったのだね。十字架の上でおっしゃいました。すべてを完了したと宣言されたのですが、そのとき皆笑っていました。でも、イエス様が復活なさったというのは、本当にすべてを完了された方、そのキリストだったのだね。そのメッセージです。ヘブル2：14-15、一生死の恐怖につながれて生きている者、その死の恐怖から人々を助け出し方といわれています。イエスは死に打ち勝って、死の恐怖につながれてどうにもならない地獄の背景を背負って、滅びる運命を抱えて生きている人間をそこから助け出す方、キリストなのです。希望であるキリストです。まったく希望がないのに、イエス様が復活なさった。そこにだけ希望があります。イエス様は、神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ち壊すためですと言われていたその方です。それがどうやってわかるのでしょうか。イエスは復活なさいました。イエスはそのキリストだったというまぎれもないメッセージです。ですから、イエス様の復活が語るメッセージは、そのイエス様の中、イエス様にのみ、人間のまことの人生の希望があるという祝福のメッセージなのです。イエス様の中にまことの希望があり、イエス様にのみ、まことの人生の希望がある。絶望の中にいる人類に向かって、その祝福のメッセージがイエス様の復活なのです。だから、どんなに汚れた罪人でも、イエス様の復活の中でイエスの中には希望があるわけです。どんなに絶望の中にいる人生であっても、ため息をしてすべてをあきらめるしかない、もう死にたいと思うような困窮、困難に陥っている人間であっても、イエス様の復活が語るメッセージは、「おまえには希望があるのだよ」という祝福のメッセージなのです。いままではこれによって希望がありそうで、あれによってダメだろうというようなことが普通でした。イエス様の復活は、どんな罪人でも、どんな絶望な人生でも、つまり、希望に対して、生きることに対してなにも制限などないわけです。だから、イエス様の復活が語るメッセージは、希望のない人生はないというメッセージです。そして、あきらめるべき人生、あきらめるしかない人生というのはないということです。いま自分ではダメだと、「私のように苦しんでいる人間は世の中にないだろう。こんな絶望的な状況、だれも助けてくれることはできないだろう」と思っている人がいるでしょう。特に精神的に病んでいる方々、あるいはものすごく破綻している方々。嘘です。イエス様の復活のメッセージを聞いてください。「おまえにもあなたにも希望はあるのだよ」。なぜでしょうか。絶対ダメであった、だれも勝てない、だれもはむかうことができない死に打ち勝って、死の力を打ち破って勝利なさったわけですから、絶望はありません。いままですべての人が予想していた理論、ルールなど、それが全部ひっくり返されるのがイエス様の復活なのです。だれが死者の中から復活を予想したのでしょうか。それはありえないのです。ありえない希望がここにあるわけです。そういう目で自分自身を、またいろいろな状況に置かれている人々を見る目を持たないといけません。

そういうことでイエス様が必ずこのようにおっしゃったのです。「疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい」。そのようにはおっしゃいません。「すべて、疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい」。すべてなのです。ローマ10：13、「イエス様の御名を呼ぶ者は救われる」とは言われていません。「だれでも、イエスの御名を呼ぶ者は救われる」のです。私は違うだろうと思いますか。なにが違うのでしょうか。死なないのでしょうか。死に勝てるのでしょうか。だから、余計な意地っ張りとか余計な思い込みなどは全部捨ててください。私たちの頭の中はバカなのです。なにを知っているのでしょうか。アフリカに動物がどれぐらいいるか知っていますか。知らないことだらけなのに自分で知っていることが全部であるかのように思い込んでダメだ、良いなどと言っていますが、イエス様の復活の前で本当にすべてを捨ててください。こうにもどうにもなりません。死の前では。イエス様はその死の力を打ち破って復活なさいました。だから、希望は何も要求せずに、まことにあなたがたに言います。だれでもイエスを、このことばを信じる者は救われる。信仰によって永遠のいのちの祝福に預かるわけです。それがイエス様の復活が語るメッセージです。人間が横比べして、ああだ、こうだということは、全部壊れていくわけです。自由になってください。横比べ、どうでもいいですよ。だいぶ古いギャグなのですが、古くても私の中ではそのギャグは消えません。あのお笑いの人が言った意味とはまったく違いますが、私の中ではずっと、どうでもいいですよ。このイスラエルの国はどうなるのでしょうか。明日ご飯が食べられるのでしょうか。なぜ死の影の谷を歩くのでしょうか。どうでもいいのですよ。小さいときに虐待されたのでしょうか。いじめられたのでしょうか。どうでもいいのですよ。イエス様の復活、イエスを信じる信仰によって、だれも奪うことができない、変えることができない、影響を与えることができない、揺るがすことのできない幸せ、祝福を手に入れるようになります。このいろんな現実の中にいても、心と思いがそこの中にいるときにサミットというわけです。てっぺんにいるなら、下でなにがどうなっていても私とは関係ありません。私に乏しいことはありません。私を強くしてくださる方によって、できないことはなにもありません。私たちには、その祝福がすでに与えられているし、それを十分に味わうことができる特権があるのに、いまだに横比べをしています。
そして、イエス様の復活が語るメッセージは、これからは本格的ないのちの運動の時代が始まったという勝利のメッセージです。それで復活のあとおっしゃったのが、聖霊があなたがたに臨まれると、エルサレム、皆さんがいらっしゃる現場からいのちの運動が行われると。そのような時代がもう始まりました。ユダヤとサマリヤ全土、地の果てにまでイエスの証人となる。今日の聖書の箇所を見ても、マリヤが復活のイエス様に気づいていなかったときに、イエス様が声をかけました。それで気づいて「ラボニ」と言いました。イエス様だったのかと。死んだと嘆いていたのに。死体を誰かが盗んだと悩んでいたのに生きていらっしゃるわけですからびっくりしてイエス様にすがりつこうとしていたとき、まだまだダメだとそこでおっしゃったのが、弟子たちに正しく伝えなさい。わたしの父、あなたの神様、わたしの神様、あなたの神様、そこにわたしは昇っていくと。これは復活した後のイエス様のプロセスです。復活は、イエス様が天に昇られるというメッセージと一緒になっているわけです。なぜ昇られるのでしょうか。天に昇られてからヨハネ14：18にあるように、もうひとりの助け主を聖霊を通して、イエス様がただ一緒にではなくて、ひとりひとり信じる者の内側に入って全員といつまでもともにいらっしゃるために天に昇られるわけです。なぜそういう形を取ったのでしょうか。なぜ聖霊を通してひとりひとり全員に内側に入ってともにいらっしゃらないといけないのでしょうか。いのちの運動のためにです。伝道のためにです。復活のあと、その時代が始まったわけです。気づいていないのはクリスチャンだけです。悪魔はよく分かっています。伝道は、皆さんが頑張ってなにかの動機でやるようなものではありません。イエス様が復活なさったというのは、皆さんの内側に生きて来ていらっしゃるわけですから、十分いのちの運動になる存在にいま変えられているということなのです。それを覚えていてください。これが復活のメッセージです。
ですから、先ほども申し上げましたように、イエス様の復活の前で、いままでの人のすべての理論、ルール、予想が全部ひっくり返され、そして、それを静めました。黙らせたわけです。皆さんの中でも今までのすべての理論、こだわっているもの、それによって横比べなどしてああだ、こうだと言っていた、とにかく脳細胞の中にあるすべての皆さんの意見などは全部黙らせるようにしてください。イエス様の復活の前で。死の前では平等です。そういうものに引っかからず、イエス様の復活を通して、一点だけを見つめればよいです。イエス・キリストの中にある永遠のいのちの祝福、これは自分のものですから、邪魔されずに集中してみてください。それに集中すること、なにも疑わずに思う存分、それに集中することを妨げる、あるいは制限するようなすべての過去から抜け出すように、すべての現実の様々な実情から抜け出すようにしましょう。なにかの現実の問題があれば、その問題を取り扱う以前に、だれも奪うことができない、タッチできない永遠のいのちの祝福に徹底的に立って、それを味わって、それにこだわってください。その問題は、神様がどうなさるのか楽しみにして見ていてください。これがイエス様の復活です。

ですから、いつも申しあげているように、具体的に自分自身を祝福する時間を持ちましょう。そして、それを習慣にしていかないといけません。気持ちが付いて行かなくても、雰囲気がそうでなくても、習慣にしていつも第一に自分自身を祝福してあげないといけません。おまえはすべての問題が終わって、聖霊が宿っている尊い神の子どもだ。絶対に滅びることなどとはもう縁が切れた。そう自分自身を祝福してください。皆それがないので生きるために仕事、勉強をしているでしょう。自分自身を祝福してください。そうすると仕事をする目も勉強を見る目も家庭や結婚を見る目もまったく変わります。なにかを一生懸命やる以前に、ここを正しく味わわないといけません。このてっぺんに昇らないといけません。たとえ死の影の谷を歩くことがあっても、刑務所に入れられたことがあっても、どうでもいいです。構いませんと言える祝福が今私たちにあるのです。それが永遠のいのちの祝福なのです。そこに昇ってください。心と思いをいつもそこに、天の御座にいないといけません。エペソ2：6、私たちは救われた途端に、イエス・キリストとともに天の御座に座らせてくださいました。イエス様はかしらで私たちはからだでしょう。一緒なのです。これが秘密です。怖いものなしです。
それから、それを味わって本当に心から幸せを告白して感謝するようになればオーラが出るのです。そして、どんな現場であろうが、いま皆さんの現場にいのちの運動が行われること、それを課題にしてぜひ疑わずに祈ってください。祈りながら疑うと祈りになりません。皆さんがどうなのか、どんな人間なのか関係ありません。イエスの御名によって祈ると神は必ず祈りを聞いてくださると信じて祈ってください。これが復活なさったイエス様です。皆さんが信じているイエス様はこういう方なのです。砂漠の真ん中にいても、そこにいる寂しさが奪い取ることができない幸せがあるのです。それを逃しているから何でもかんでも問題でしょう。てっぺんに昇らないといけません。そうすると無人島に捨てられても構わないのです。世界中の人が私のことを嫌いと指を指しても平気なのです。どうでもいいですよ。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の恵みを心からありがとうございます。死の恐怖につながれてどうにもならない地獄を背負って人生歩んでいた私たちをイエス・キリストによって救い出してくださり、そのイエス様が救いのために死の力を打ち破って、復活なさり、まことの希望であることを私たちに現してくださり感謝いたします。イエス様は十字架にかけられただけではなくて、復活なさった今も生きていらっしゃる方であることを覚えて、いままでこの祝福を邪魔して、また制限していたすべての理論を捨てて、イエスにあって思いきりてっぺんの祝福を味わうクリスチャンになるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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